
県と佐世保市が東彼川棚町に計画している石木ダム硲禦招目
的は､同市の慢性甲な水不足解消｡だが､市が新規水源掲盛紫性の根拠としている将来の嚢についてへ署かどうか拍磯論が続いている｡予測に基づき'ダム建設で新たにr日4万トンの確保が必要とする市｡ダム不要と轡見る側は｢予測は過大で喝ダムありき』の内容｣と批判している｡

市の計算を疑問視

佐世保支社山口恭祐､佐崎智章

5万5千㌔嚢す轟利を持つことができる｡
新たに4万㌦目標

原因は不安定水源

!'物故rJr )

市水道局によると､同市
は山と海が近い地形から､雨水がすぐに海に流れ込み､套川もない｡水源は6カ所の小さなダムと川からの取水に頼っている｡新たなダム建設の適地は市内にはないとしている｡

市が蓋ることがで容
る水締(水利権)は現在tl日相方5500L.;しかし'うち2万8500㌔は雨が轡りないと水が取れなくなる川の｢不督定水源｣｡同局は不管定水源の比率が大きいことが､水不足がたびたび起きる尊大の原因としている｡

このためへ隣町での石木
ダム建設で､足りない水を補うことを考えた｡石木ダム計画では､総貯水畳548万L.tのうち249万JT./が市の健見る承oダム完成で市は川棚川で新たにl日最大4万Jノ'既存分を合わせ

同豊凍'佐世保地区
(合併前の旧佐世保市内)でl日日万7千㌦の水が必要と予測｡今も安定的に水が取れる1日7万7千㌔に､ダム完成で4万㌔が加われば､不審定水源を解消し､水洗化の進展などに伴

･轟にも対応できる
とする｡市が傍見る貯水盛は644万㌔(75日分)から893万㌦(105日分)に増えるという｡

こうした見通しの根拠と
なっているのが､市水道局の水常賓予測｡日東水道協会がまとめた｢水道施設穀計尊針ごに沿い､2006年度までの実績を基に'計画臼横の1 7年度の需墓を予測している｡

水需要予測では､佐相廃
地区の市民1人1日当たりの生活用水の使用量(原単位)杏_ 7年度221㍍と予測｡水を摩り商良の数(袷水人口)は06在度比的1万人減の約22万人と推定し'生活用水の必要量はl日約4万9千′になる｡これに業務･営業用水や工場問水､漏水などで失われる水畳などを顔見てl日平均給水農をはじき出している.

さらに同給水星を基に'
年間で草も多く水が使われる日の給水量(lR巌天給水量)を1 7年度l日日万1410㌦と予測し'このl

量から､将来必

要な1日の水量1 1万7千㌦を導き出している｡

反対派の反論は主に▽過
去の実績に比べ水常夢予測自体が過大▽漏水防止など市水道局の水源対策がずさん-の2点に集約される｡

生活用水原単位は08年度
までの1 2カ年'196-188㍍の間で推移｡にもかかわりず､予測ではけ年度221㍍と今後9カ年で大幡に増加することになっている｡同様に過去､8万′

前後にとどまってきたl日平均給水農は1 7年度9万㌔近くに｡9万㌦台を中心に推移してきた1日本犬給水量も目方㌔超に噂見る｡
市水道局の小川率男等業

部副理事(水源対策担当)は｢生活用壷鹿は今より何㍍増加するかでなく､水道施設設計指針に沿い計算した結果｡同驚都市と比莞ばむしろ低い数字｣と適正さ嘉｡実績との差についても｢渇水の

-寺-

1日貴大給水丑
(*Jt)

-◇-

1日最大給水土
(推計価)

壬~

1日平均給水兼
(東胡)

- ･〇･-

1日平均給水量
(推計dr)

磯酔
生浩用水原単位

(菓JA)

｣､MJ

生活用水原単位
(#WW)

(佐世保市岡ペ)

1150

1100

1 050

100

1000ま

95｡琴
最

900　大

85. ;
ヽ■-′

800

750

700

佐世保市水需要予潤の推移__

0　　　　0-　　　　　02　　　　　2

腿(生活用水原墨

19972000 03　06　09 12 1517特産)

言寄樽の水蜜ポンプで搬柵に移しながら　r享蕎水
休職カーあるからこそ市民は節水に協力してい
｣と且鼓すI升田さん　　　　　一触保ff5-

解消が目的の石女

画｡市民は渇水や石女問題をどう考えていス市民宅責た｡
梅田町の前田稔書

は､洗濯機に嘩見つけプを浴槽にのばし､播くみ上げるのが日課が
木の水やりには米の



たびに節水が進むので水の使用慶が伸びていない｡市民は必要な水を我慢しており､十分に確保されれば水を噂つ｣と主張する｡
市の利水計画を検証した

荻野芳彦･大竪大名誉教授(禁制)は｢『計算』であれば『必要』とは別の開港｡必豊は現状で十分で'人口減考えると右肩上がりの水道行政は根恵的に改められなければならない｣と手厳しい｡

万L.tを聯見たのはわずか2日だけしと挙る｡
小川剃理夢はー加嘉事業

者七し雪いつでも必単な水を供給す轟化がある51日輪大給水魚露に計画することも糖針に滑った対応しし譲らない｡
有効率は俄低水準漏水防止をはi3めとする

申請局の対策に左腕しい目が両;.シれる｡糾≠的な水の供給が進めば､華的だけ必

佐世保市のr水問題を考翠な水の恩が減り､ダム雄設
える市民の愈｣で石本ダム　の根拠が蝉短ぐか7;だひ袈糊を検髄した宮野和徳さんのダム放射連動のネットり

(鮫は､市がダム計画で1-ク組織'水源開発問題全
日目方トン超の確保を図る点圏迎給食の琶抹糊代を疑問視｡｢佐世保市で過泰は｢佐世保の水道墨筆は去相集間に1日配水魔が柑効率が非常に濃い;13溝す｡

市は慢性的水不足強調
水道事業の効率性を点す

有効率は､給水された水量のうち実際に各戸に届くなどして有効に利用された水量の割合｡佐世保地区の有効率は約87%｡佐世保市の住民団体｢石木川守り隊｣の調べでは07鑑鹿､緑林人口1 0万人以上の215水道寧幕体の単ぬ値は94%に上り､佐世保市の順位は200位以Fと滋低水準だ｡
こうした現状を､小川削

推事は｢毎年度8億円ほどかけて老朽化した配水管の敷設替えを行っているが､すぐに(有効率を)改善するのは無理｣と鋭明｡水帝要予測で､市は1 7年度の有効率を92%としており､実喝すれば新たに4500㌦の水が有効清岡できるというが｢4万㌦には及ばない｣とダムの必要性とは関係ない､との立場だ｡

荻野さんや遠藤さん､｢石
木川守り隊｣の松本義幸代表へ62)らは'市の水蜜要予測に対する修正案を提示｡いずれも過大な常掌予測を見直し､事業の効率化を図れば､1日最大給水農でも8万-9万㌦程度で収まると緒論づけている｡

松本さんは｢現状の安定
水源に顔見､不安定水源から少し取水すれば水は屠りる｡新規水源姦保するとしても1万･L^程度で足り､石木ダムは必要ない｣と誇気を強める｡1方の市側もダムの必要性を譲ることはなく､双方の払譲は常に平行線のままだo

しかし､市が将来必要と
する水の塵が､実際に今使っている水の魔と懸け離れているのは確かだ｡禁の住堪りに対する説明は､データや計算方法を省略し､結果だけ強調する傾向がある｡箱民による検鉦畠にするため､データや計算方法を含めた詳細を積極的に公開する必要纂りそうだ｡
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